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はじめに
　明治大学図書館特色GP「『教育の場』としての図書館の積極的活用」の
2年次プログラムの研修として、イギリスの図書館の見学を行った。昨年
2009年2月27日に行われた「明治大学図書館特色GP調査報告会」にお
いて、「オックスフォード・ケンブリッジ大学のカレッジ制度と図書館利
用者教育プログラム」と題して、パワーポイントを使用して報告を行った
が、時間も短く省略した部分も多かったので、あらためてここで詳細を報
告したい。
　訪問先は大学図書館であること、また見学目的は「利用者教育」にかか
わることという条件の中で、実際の利用者教育研修プログラムの講習会等
を見学するため、訪問先大学が休暇中ではなくタームの途中である1月を
訪問予定期間として2008年12月に集中して複数の訪問先大学図書館と
のメールによるスケジュール調整を行った。
＊すずき・ひでこ／学術・社会連携部図書館総務事務室
†おりと・あきこ／学術・社会連携部和泉図書館事務室
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　最初にケンブリッジ大学図書館に訪問の予約をし、二番目としてオック
スフォード大学図書館、そしてさらにケンブリッジ大学図書館の司書の
方よりロンドン大学のカレッジのひとつであるSOAS（School　of　Oriental
and　Aftican　StUdies）の日本人司書の方をご紹介いただいたことから、こ
こを見学先のひとつに加えることができた。到着地であり最初の宿泊地で
もあるロンドンにあるという地の利の良さから、SOASを最初の訪問先と
した。
　そして、ロンドンから列車で1時間ほどのケンブリッジ大学に2日間
通い、その間の土日は、ブリティッシュ・ライブラリーと大英博物館等周
辺の博物館見学。その後宿泊地をオックスフォードに移動して、オックス
フォードに二日間、そこから直接ヒースロー空港、帰国というスケジュー
ルとした。
　訪問を許可してくださった方からは、さらに各々の図書館の利用者教育
担当の方を紹介していただき、そちらに、事前に質問事項をメールしてお
いた。施設見学依頼と共に、利用者教育について、どのようなプログラム
を実施しているか、またその評価を行っているかという点に特化した内容
としたが、実際にはそれ以外にもたくさんの話を聞くことができた。
　イギリスの大学図書館員の身分は、日本と大きく異なり、グレード制（1
～10）をとっている。英国全体が同種の仕事に対して同じ対価を得るとい
う見地からグレードが設定されたが、このグレード設定によって図書館、
IT、コンピュータ関係は相対的にグレードが下がったともいわれている。
私たちが利用者教育について話を聞いたのは、サブジェクト・ライブラリ
アン、またはサブジェクト・レファレンサーの方々で、グレードはおおむ
ね7～8で、教員系列となる。カタロガーや、図書の出納、書架整理など
職種によってグレードが異なり、他の職種へのステップアップを行うため
には、その職種の募集（図書館長が公募）があった時に個人々が応募する
という形をとっている。
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1　SOAS　Library（School　of　Oriental　and　African　Studies，
　UniVerSity　Of　LOndOn）
　SOASは、20ほどあるロンドン大学のカレッジのひとつとして1916
年に設立された。これらのカレッジは独立運営されているため、ロンド
ン大学は、ロンドン連合大学、ロンドン大学群などとも呼ばれている。
その中にあって、SOASは、
アジア・アフリカ・中近東
近辺に関する法律政治、経
済、言語、人文科学を専門
とし、アジア・アフリカ・中
近東研究では英国唯一の高
等教育機関である。SOAS
Libraryの蔵書数は約120
万冊。本学からも教員の在
外研究の拠点として、過去
に何名かの教員がここを訪
れているという。 写真1：SOAS　Library
　SOAS　LibraryではSOASの利用者教育プログラムについて、サブジェ
クト・ライブラリアンの小林富1：子さんに、かなり細かいことまでお聞き
することができた。
（D講習会
①ライブラリーツアー（9月2週間：所要時間30分：10人程度：図書
　　館利用方法）
　　講師：全スタッフが担当。この時に他の講習会のPRもする。
②OPAC／エレクトロニック・リソース（ライブラリーッアー受講後1
　　カ月間：所要時間1時間）　講師：電子リソース担当者
③　学生への広報（Eメールで全員に送信）トレーニングルームの都合か
　　ら35人限定、社会人学生は申し込みが多いため、5時以降は予約制。
（2）サブジェクト・ライブラリアン小林さんの仕事
　担当分野は、日本と韓国で、ツアー、あるいはクラス単位の講師をする
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①1年生ツアー（2回目の授業で40分程度のツアー）
　　一回目の授業で“書評を書く”という課題が与えられ、ブックレビュー
　　の書き方を講習する。OPACの使い方、　JSTOR、　EBSCO等のDB利
　　用等を教え、レビューを書くために、レビューとはどんなものか、
　　Google　Schalorで足りるわけではないことを示す。レビュー書き方
　　のポイントとは、本の概要、内容分析する、読者対象を知ることで
　　ある。
②4年生ッアー（まだ学生自身が切羽詰まっていないため2年生は対
　　象外。3年生は日本に留学しているため対象外）所要時間：1時間
　　卒論のための資料集めが中心で、授業とは別の時間に設定し、教員
　　と一緒にアレンジする。ポイントは、必要なレベルのものを教える
　　こと。教育の一環として日本語で講習する。ILLによる資料取り寄
　　せ、新聞・雑誌の使い方。トピックスによっては、資料のないもの
　　もあるので、購入する場合もある。事前に受講希望学生とEメール
　　でやりとりをする。
③マスターレベル
　　初めてSOASに入学する学生のためにOPACから指導する場合もあ
　　る。教員と一緒にアレンジし、授業時間以外に実施する。エレクト
　　ロニックリソース・トレーニングについては、Eメールで事前に何
　　を欲しているか確認する。
④論文の書き方講習
　　教員が授業のなかで実施しているが、これと図書館は関連を持って
　　いない。
⑤　評価　電子リソース担当者はアンケート実施。
　　アンケート内容は3段階評価で、ア）時期は適切か　イ）ハンドァ
　　ウトは適切か　ウ）講習の仕方は適切か、といった内容としている。
　小林さんは、日本語学科（教員20名、学生数1学年約50名）の教員
とは常にコンタクトをとりあっており、全体をカバーしつつ、常に学科と
アレンジするという姿勢が貫かれているという印象を受けた。問題点とし
ては、学生のテーマは広すぎて、扱う範囲が広すぎること。学生自身も何
83
をやりたいのかがなかなか把握できないことなどを挙げておられた。その
他、スタッフデベロップメントについても、研修担当者がおり、様々な企
画をしているとの話であった。
2　ケンブリッジ大学図書館（Cambridge　University　Library）
　ロンドン、キングスカレッジ駅から列車で約50分。そこからバス、ま
たはタクシー15分ほどでケンブリッジの中心地に着く。そこからさらに
歩いて10分ほどのところにケンブリッジ大学図書館がある。
　ケンブリッジ大学は創立が1209年、
2009年に創立800年を迎えることか
ら、街中に1209～2009　800年と書
いた幟がたっており、様々な記念イベ
ントが予定されていた。図書館自体は
16世紀の設立である。大学図書館の
蔵書は800万冊（内200万冊が開架）
で、学部生の最終学年3年生（3学期
制3年で卒業、語学教育のため海外留
学した場合は4年で卒業）と研究者に
限り館外貸出をしている。大学図書館
は研究図書館として院生や研究者を対
象としており、学部生は教育中心の機
能を持つ学部図書館を利用する。ケン
ブリッジ大学はこの本館の他に、附属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真2：Cambridge　University　Li－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brary
図書館、学部図書館、研究所の図書館、カレッジの図書室等合わせて137
の図書館がある。日本の大学図書館に相当するのは、大学図書館よりもこ
の中の学部図書館といえる。
　大学図書館の入口を入ってすぐ真正面にインフォメーションカウンター
のような円形のカウンターがあり、図書を返却している学生、研究者の姿
が見られた。資料は地域別に分けられており、それぞれの担当者がいる。
最初に館内案内をしてくださったのはJapanese　Departmentの小山部長で
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ある。館内見学の時間はあまりとれなかったが、中庭や様々なリーディン
グルームのある館内は、迷子になりそうなほど広い。資料は地域別に分か
れており、それぞれに担当のライブラリアンがいる。ブックレストの並ん
だレアブックスのリーディングルームも外から見せていただいたが、予約
をしていなかったため、残念ながら中に入ることは叶わなかった。
　見学をしていて印象に残ったのは、
あちらこちらの閲覧机に置かれた3、4
冊ほどの図書に挟まれたReservartion
Slip（図書取り置き票、3日間5冊ま
で）（写真3）。翌日も利用したいとい
う利用者が、図書に名前と日付を書い
たスリップをはさんで閲覧席に置いた
ままにしておく。このスリップのはさ
まれた図書は返本されない。利用者が
自分の書斎のように図書館の閲覧席を
利用している様子は、まさに滞在型図
書館といえそうだ。
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写真3：図書取り置き票、3日間5冊
まで
2．1附属図書館、学部図書館など（Faculty　and　Department
　　　Libraries）
　大学図書館見学後、附属図書館のひとつである「アジア・中東学部図書
館」と翌日には、同時期にケンブリッジに滞在しておられた本学の法科大
学院の教員に案内していただき、法学部の学部図書館も見学することがで
きた。
　学部図書館は、通常学部の建物内（ここで講義が行われる）に設置され
ている。学部の所属学生が必要とする資料は基本的に学部の図書館が収
集し管理する。ただし、目録については大学全体での一元化をめざしてい
る。また、学部図書館のライブラリーツアー等は学部図書館のライブラリ
アンが行う。
85
　「アジア・中東学
部図書館」では日本
人ライブラリアン
のカタロガーの方
とお話することが
できた。ケンブリ
ッジの別の職種か
ら応募してカタロ
ガーとなった司書
の方である。ここ
では、学部生の図書
大栄
図書館
敷郵灘　　　力鈴鞭　　　ね藁・ンジ
囲獄鰹　　　磯　　　　図富監
簸淵艦の　　★翻図轍繕
蹴醸　　　の分鵬
館利用について話をきいた。学生たちは、まず授業で頻繁に渡されるリー
ディングリストに載った図書を読まなければならないため、（この図書を
読んでいなければ講義についていけない、レポートが書けない）必ず図書
館に来る。そのリストも半端な量ではない。図書館ではこのリストに対応
した図書を複数用意することもあるが、間にあわない場合は1夜貸しなど
で対応することもあるという。シラバス本の比ではない“必読書量”であ
る。学生たちは、レポートや論文、試験、特に最終試験を通らなければ卒
業できないから必死である。従って、図書館側から学生に図書館に足を運
ばせる、利用者を増やす努力というのはとりたてて行っていないとの話で
あった。
2．2　カレッジの図書室（Collage　Libraries）
　オックスフォード・ケンブリッジ共に、日本の大学との大きな違いは長
い歴史と伝統のあるカレッジ制度といえるだろう。学生・教員は基本的に
いつれかのカレッジに属しており、学生はそこで教員から個別の指導を受
けることができる。現在ではカレッジで講義を受けることはなく、カレッ
ジは学生を学部・学科の講義に送りだす。カレッジにはそれぞれ特徴があ
り（たとえば、公立校出身者が多い、パブリックスルール出身者が多い、
理数系が強い、など）、カレッジに大小、貧富（！）の差があるが、学部
86
によって分かれているわけではない。
　ただし、学位授与の権限はカレッジではなく大学が持っている。学寮と
も訳されるが、すべての学生がここに寝泊まりしているわけではなく、近
隣のアパートメントをシェアしたりしてカレッジに住まない学生も多い。
各々が歴史と伝統を誇り歴史的建築物でもあるが、実際にはそれぞれの建
物の中は近代化され、建物の中に図書室やバーを持っている。
　カレッジ附属の図書館は
観光として一般に公開さ
れているところもあるが大
半は一般公開されてはいな
い。それらの古いライブラ
リーを訪れたことのある研
究者の話では、いまだに書
架と鎖にっながれた書物が
そのままに保存されている
図書館もあるという。
　実際の学生用のカレッジ
の図書室は、中庭などから　　写真4：Magdalen　College・　Oxford
見る限りでは、歴史的な風格のある外見とは異なり、こじんまりと居心地
の良い書斎風の空間に最新のパソコンが並んでいるといった趣であった。
2．3　ケンブリッジ大学図書館の利用者教育プログラム
　ケンブリッジ大学図書館の館内見学の後、館内の学食で昼食。その後、
利用者教育の担当者お二人、Deputy　Head　of　Reader　Servicesの肩書を持
つSue　MehrerさんとEmma　Coonanさんに紹介していただいた。図書館
は様々に分かれていても、ケンブリッジ大学図書館全体の利用者教育プロ
グラムは、利用者教育の担当部署が学部図書館等のサブジェクトライブ
ラリアンや教員らと連携して全体のプログラムを構築し、HP等で広報す
ると共にポスターも作成し、各図書館に掲示もする。終了したコースのパ
ワーポイントなどはHPにUPしていく。私たちが訪問した時期は、レン
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ト・ターム2009として、以下の4種類のコースが用意されていた。すべ
てメール等での予約制である。
1．lntroduction　to　the　Library　40分（ターム中、ほぼ週一回）
2．Subject　sessions　60分（音楽資料や地図資料など主題別の資料の探し
　方、新聞雑誌記事の探し方など6種類）
3．Electronic　resources：hands－on　sessions　90分（電子リソースの使い方、
　以下の3種を2回ずつ計6回）
　How　to　find　things　on　your　reading　list
　How　to　do　a　literature　search
　How　to　manage　your　references
4．Electronic　resources：drop－in　help（毎週水曜午後）
　講習への参加を予約していたわけではなかったが、その日の午後に行わ
れたSubject　sessions（主題別セッション）のひとつである「Finding　near
and　middle　eastem　material　in　the　UL」に参加することができた。講師は
「アジア・中東学部図書館」の元館長が務め、Emma　Coonanさんが準備と
補佐を務めていた。内容は大学図書館が所蔵する中近東関係の資料の紹介
とケンブリッジ大学の検索システム“NEWTON”を利用しての検索のしか
たについてパワーポイントを使用して説明。モリソンルームと呼ばれるこ
じんまりした部屋で参加者は30名ほど。学生、研究者、図書館員など大
学構成員の参加者は様々で限定はない。中近東の地図を示すことからは
じまって、図書館が所蔵するさまざまな資料とアラビア語ヘブライ語ペル
シャ語などの資料のオリジナル言語の種類などについて講義があり、検索
の説明のために、日頃見慣れたLCの翻字表が画面に現れたときは、なに
やらほっとした気分だった。
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3　英国図書館（British　Library）一・寸一息、観光客として
　訪問の約束などは事前に入れていたわけではなかったが、ケンブリッジ
大学図書館見学とオックスフォード大学図書館見学の合間の土日は、ロン
ドンでBritish　Libraryを見学し、さらに大英博物館、ヴィクトリア＆アル
バート博物館にも足をのばした。BLでは、緊張した訪問とは異なり、私
たち二人とも観光客気分にモード変換。
　BLは、1988年に大英博物館からわかれて現在の場所StPancrasに建て
られた。建物や前庭のモニュメントも一見の価値があるが、私たちは隅に
置かれたBLの建物の模型に驚いた。さすが世界最古の地下鉄を持つ国！
と思わせるほど地下に建設された書庫の規模がすごいのである。地下4階、
書架のすべての長さは300㎞にのぼる。蔵書数1400万とは、もう想像を
超えているので、あまり考えたことはなかったが、この地下書庫の模型を
見て実感がわいた。
　2009年の12月に知ったその後のニュースによれば、BLは、ウエスト・
ヨークシャー、ボストン・スパにある分館に保存用の自動書庫‘‘Additional
Storage　Building”を新設しているそうである。利用の少ない蔵書700万冊
をこちらに移し、リクエストされた資料は48時間以内にロンドンの本館
に届けられるとのことだ。
　エントランスホールには貴重な世界の書物の常設展示があり、奥の小部
屋には、英国の象徴的宝物としてマグナ・カルタが展示してある。また英
国が生んだ偉大な作家として、シェイクスピアは当然のこととしてルイ
ス・キャロルの「不思議の国のアリス」のオリジナル・マニュスクリプト
の電子版が全頁読めるようになっている。またビートルズの試聴やレコー
ドジャケットなども常設展示だ。
　せっかくだから主題別のllあるリーディング・ルームのどれかには入
りたいと思い、当日の利用証を発行してもらおうと受け付けのある部屋へ
向かった。必要書類はパスポートや免許証で事足りたが、不運なことに、
それらの証明書類をチェックできる（日本語のわかる）ライブラリアンが
休暇！を取っているので、利用証を発行できないといわれた。書物は閲
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覧しない、部屋を見るだけで良いからとさらに頼んだがノー。あからさま
に失望している私たちを気の毒がって、部屋を見るだけならば、ライブラ
リー・ツアーを利用すると良いと教えてくれた。ところが、パンフレット
を見ると時間のあうツアーはリーディング・ルーム見学を含まないもの
だった。それでも試しにその有料ツアーに申し込んでみた。
　ツアーの開始時間に集合場所に行ってみると参加者は私たち二人だけ
で、現れたッアー・コンダクアーは、申し込みをしたインフォメーション
カウンターに座っていた女性だった。でも、とても親切で、写真を撮る私
たちを苦笑いしながら見て見ぬふり（？）をしてくれたり、ふつうの観光
客らしからぬ質問にも親切に答えてくれた。地下の自動書庫から利用依
頼のあった図書がコンベアーで運ばれてくる部屋も頼んで見せていただい
た。依頼した図書が広大な地下の自動書庫から運ばれてきて利用者の手に
わたるまで1時間しかかからないとやや誇らしげに話してくれたのが印象
深い。裏方にばかり興味を持つ同業者に同情したのか共感したのか、はた
またあきれたのか、わからない。むろん私たちのヒアリングカの限界がか
なり低いので、一方的な誤解もあった可能性は大きい。
4　オックスフォード大学図書館（Oxford　University　Library）
　オックスフォード大学には、ケンブリッジと同じように、大学中央図書
館、附属図書館、学部図書館、カレッジの図書館、研究所図書館等、あわ
せて107の図書館がある。
　最後の訪問先であるオックスフォード大学中央図書館は、英国で最初の大
学図書館で、1599年に図書館を修復し蔵書を寄贈したトーマス・ボドレイ卿
の名前を冠してボードリアン・ライブラリー（Bodleian　Library）と呼ばれて
いる。起源は、1320年のUniversity　Church　ofSt．　Maryに併設の教会のライ
ブラリーにさかのぼるが、大学図書館としての正式な設立は1602年。そして
1605年には最初の蔵書目録を印刷・発行している。ボードリアン図書館は、
保存機能を持った研究図書館であり、資料の貸出は一切しない。蔵書数は約
800万冊、BLの次に大きい図書館である。イギリスの納本図書館（copyright
deposit　library）は全部で6館あり、ケンブリッジもオックスフォードもそ
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の中に含まれるが、この納本制度の基礎を作ったのがボードレイ卿である。
外交官であった彼は、その手腕を活か
して1610年に出版書籍組合（Station一　　　　　　　　磁
aers’Company）と契約を交わし納本
制度の基礎を築いた。また教授からの
図書の寄贈を受けるなどして蔵書の充
実化をはかった。1645年には、チャー
ルズ1世にすら蔵書を貸出さなかった
というエピソードが残っている。
　中央図書館にあたるのはNew　Bodleian
Library、　Old　Bodleian　Library、　Rad－
cliffe　Camera（主閲覧室）の3つで、そ
れ以外に独立したボードリアン図書館
8館で構成されている。その内の…つ
であるボードリアン・ジャパニーズ・ラ
イブラリーBodleian　Japanese　Library，写真5：Radcliffe　Camera（主閲覧室）
University　of　Oxford（BJL）館長である1．Tytler氏を最初に訪問した。
4．1　ボードリアン図書館附属日本研究図書館（Bodleian　Japanese
　　　Library，（BJL）University　of　Oxford）
　かつて中国やインドと一緒にオリエンタルライブラリーとしてボード
リアン図書館中央館にあったが、日産からの援助もあり1993年4月に現
在のNissan　Institute　of　Japanese　Studies（日産日本問題研究所）の建物内
に移り、旧Nissan　Institute　Libraryの蔵書を併合して、　Bodleian　Japanese
Library（ボードリアン図書館附属日本研究図書館）として開館した。（蔵
書数：和書91，000冊欧文書24，000冊和文雑誌509誌欧文雑誌129誌写
本手稿本約100種刊本（和装）約1，000冊）
　オックスフォード大学の中央図書館であるボードリアン図書館の和書コ
レクションはヨーロッパでも有数の長い歴史を持ち、トーマス・ボドレイ
卿によって再建されて間もない1629年は既にその嘱矢として嵯峨本（観
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世流謡本3冊）が寄贈され、17世紀末までには希襯本キリシタン版（現在
6種所蔵）、徳川家康からイギリス東インド会社に宛てた渡航交易許可の
朱印状（慶長十八年）がコレクションに加えられた。写本・手稿本の多く
は明治期以降収集されたもので奈良絵本22点を数え、「住吉物語」「浦島」
「やしま」「ひな鶴」「長恨歌」「六代御前物語」などを含む。刊本のコレク
ションとしては、19世紀末入手のAlexander　Wylie及びFMax　Mullerの仏
教書のコレクション、明治期在日の英国外交官・日本研究家Emest　Satow
の仏教書（328冊）等を収蔵している。
　Tytler氏にボードリアン図書館およびBJLについての概略のレクチャー
をうけた後、学生との面談があるという氏と別れ、Tytler氏より事前に連
絡していただいtc　User　education　coordinatorの肩書を持つ利用者教育担当
のJudy　Readingさんのいる、　OUC（Oxfbrd　University　Computing　Services）
に向かった。この日、Judyさんが担当する“Key　search　tools”というセッ
ションに参加させてもらう予定であった。
4．2オックスフォード大学図書館のDB検索講習会
　オックスフォードのヒラリー・ターム（Hilary　Teml）のプログラムは、
“Workshops　in　lnformation　Skills　and　Electoronic　Resources”頭文字をとって
“WISER”と洒落た名前となっている。主題別のワークショップ（学位論文
の探し方、医学、化学、中東、エンジニアリングとテクノロジー、物理、教育、
地理、生命科学、神学、ビジネス、フランス文学など）と、OVIDなどデー
タベースのみ検索技法のワークショップがターム中に、16種類も用意され
ていた。私たちが参加した“key　search　tools”は一番基本的なワークショッ
プで、ケンブリッジで参加した講義形式とは異なり、演習のできるトレー
ニングルームのような部屋で行なわれた。最初に法学部のサブジェクトラ
イブラリアンの女性が、OxLIP＋（Oxford　Libraries　lnformation　Platform）
を使ってのエレクトロニック・リソースへのアプロー・一チの仕方についてパ
ワーポイントを使用して説明。その中にはWeb　of　Scienceの使い方も含ま
れていた。オックスフォード大学図書館では、2008年より次世代OPAC
“Primo”を使った新OPA．CであるSOLO（Search　Oxford　Libraries　Online）
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を公開した。これによって、オックスフォード大学の蔵書検索（OHS）、
電子ジャーナル（OU　e－journal）、データベース（OxLIP＋）、機関リポジ
トリ（ORA）などを総合検索できる。
　「OxLIP＋」の説明後
は、‘‘SOLO（Search　Oxfbrd
Libraries　Online）　Sugges－
tions”というプリントを渡
されて、各々がパソコンで
検索実習となった。プリ
ントには課題も載ってい
るが、自分の研究対象で実
習している参加者もいる。
受講者の年齢もさまざま、
学生も研究者も一緒であ
る。OUC（Oxfbrd　Univer一写真6：0UCのトレーニングルーム
shy　Computing　Services）では、このWISERのプログラム以外に、基本的
なデータベース、パワーポイント、エクセルの使い方などの講習会も随時
行っている。
　オックスフォードもケンブリッジも、担当部署の名称こそ異なるが、行
なっていることは非常によく似ている。大学図書館、学部図書館、カレッ
ジの図書室のすべての利用者教育プログラムを計画、立案する部署があり
User　education　policyにそって、タームごとに担当者が計画、立案、広報
を行い、演習後はパワーポイント等の教材をHPにUPしている。ジェネ
ラルなものは、彼ら自身が講師を務めるが、各学部等のサブジェクト・ラ
イブラリアンと組み、あるいは補佐しつつ、基本的には2名単位でさまざ
まな講習会を行なっている。受講対象者は学生、研究者、ライブラリアン
と大学構成員すべてである。ライブラリーッアーと検索技法の講座につ
いてなら、規模に違いはあるにせよ明治大学図書館の利用者教育と大きな
差はないかもしれないが、主題別のセッションが充実していることと、ケ
ンブリッジ、オックスフォード大学図書館共に利用者教育の担当部署があ
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り“user－education　coordinator”などと呼ばれるスペシャリストがいること。
そしてさらに違いを感じたのが成文化された“User　education　policy”を持
ち、そのpolicyに基づいて“research　skills　programme”を構築し、そのプ
ログラムに毎回一定のフォーマットを用いて評価（evaluation）を行って
いることであった。
おわりに
　最終日は、歴史的な建築物であるボードリアン・オールド・ライブラリー
内部を見学し、また時間の許す限り、オックスフォードの街並みや古いカ
レッジ、映画「ハリー・ポッター」のダイニング・ホールのヒントとなっ
たというクライスト・チャーチのカレッジ・ホールなどを見学してオック
スフォードを後にした。
　最後になるが、当地で
お世話になったたくさん
の方々に感謝すると共に、
SOAS　Library、ケンブリッ
ジ大学図書館のJapanese
Dept．、そしてボードリアン
図書館附属研究図書館とし
て独立館を持つBJLなど、
異国での日本文化の保存と
普及に努力しておられる日
本人ライブラリアンの方た
ちの姿に、感銘を受けたこ
とを記しておきたい。
写真7：
ホール
クライスト・チャーチ内のカレッジ・
94
